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ていたのは、もっぱら憲法草案国民投票のキャンペーンだった。軍の政治優位を恒久化する装置を組み込んだ草案である。はじめは、 「投票所に行こう」という歌と踊り。古典歌謡調、ポップス調、コミック・コント調と工夫を凝らしている。そのうち、「憲法草案を支持しよう」という歌一色に変わった。巷でも国民投票へ向けての動員が盛んに行われ、公務員の職場では、全職員に支持投票を行うようにと訓示が行なわれ、地域では地区平和開発評議会の委員が、住民 草案を支持するように圧力をかけていた。異なった地区の住民が 同じよう 言葉を聞いいる。いわく、 「バツをつけたかったらつけてもい ぞ。そうすれば、あと二〇年はこ ままと うことだ」 。現状が国民にとって不幸なものだということ 、 府も自覚しているということか。
　一九七〇年代はじめ、ビルマ出身の開発経済学者、ラ・ミン
トは、ビルマ、インドネシアを対象に、極端なナショナリズムに主導された内向きの経済政策が経済発展を著しく阻害し、社会を停滞させていると警鐘を鳴らした。現在この内向き姿勢はどう変わっているだろう。外国勢力に対する警戒心 みならず、自国民に対しても軍政府の心が閉ざされ 内向きスパイラルが深化しているので ないか、 思われる である。 
（さいとう 　てるこ／東京外国語大学名誉教授）
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